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2.北海道火山の地球物理学的研究 (そのわ

十勝岳の近況

佐久間修三 村瀬

(北海道大学理学部地球物理学教室)

一昭和31年1月受理一

1.緒言

勉

十勝岳は北海道の中央にあり，大雪山の南方に位する標高 2077mの火山である.1926年(大

正 15年)に通称“新噴火口"(標高 1750m)が活動し，特に泥流のために大きな損害を生じた・

当時の状況及び一般地質岩石についての報告は相当の数に上るが，精細t主調査には一一特に地

球物理学的主主方面には一一欠ける憾みがあった.

その後同火山Kはいちじるしい活動はたく最a近K及んで、いる.しかし， 1952年 8月頃から新

噴火口北方 700m海抜約 1620mの位置の噴気口の活動がはげしくなり， 上下2ケの噴気口

から強い7](i蒸気噴出がつづ、き，下部噴気口は時tて泥地獄の形式の活動をも行って口径を拡大し

つつある.この噴気口は熊岩の西にあたり， I滝ノアル沢」の上流で， 古い:爆裂火口の中であ
キ

る.特に新しく噴出したものではないが.最近は俗に“新新噴火口"と呼ばれている.

また， 1954年8月には大正 15年に活動した新噴火口内の噴気口から熔融硫黄の流出があっ

た.以上の点から，十勝火山附近の地下温度が上昇しているのではゑいかと思われる節があ

る.危な 1954年から火口内の噴気口から煙道により硫黄を採取する事業が稼行され始め℃い

る.

著者の一人は嘗て 1953年9月に一度登山したが， 1955年 8月上中旬には地磁気伏角測量，

噴気口温度と圧力との測定，地震観測等を行い，同火山の現状を把握しようと試みた.地磁気

については別に報告したので，本報では噴気口の状態，地震観測結果にういて述べる.

1) 多国文男，津屋弘注，震研来報， 2 (1926)， 49. 

渡辺万次郎，東北帝大理科報告， 3斡， 3 (1926~9) ， 77~94. 

中村左衛門太郎，地球， 6 (1926)， 

旭川測候所，験震時報， 2 (1926)， No. 2， 73~86. 

2) 石橋正夫: 北海道地質要報， 27 (1954). 

* ここでは52年噴気口と仮称する.
3) 佐久間修三，村瀬勉，北大地球物理報告， 4 (1956)，1. 
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第 1区l 十勝岳概念図

11.噴気口の獄態

(1) 浪1)定方法: 温度測定には Alumel.Chromel熱電対を用いた.前後2回，実験室で電

気炉内での Pt-PtRh熱電対の測定値と比較して較正し，前後で変化が全くないととを確め

た.現場では冷接点に水を用い，7k慌を測って熱起電力を補正した.

友:t-，噴気口温度の測定について，測定器の精度以上に問題となる事は，測i昆休を挿入する

位置である.ごく僅かの距離の相違は，上下または左右何れでも，測定結果に重大な差をもたら

す事がある.とれについては別に著者の一人が考察しているが，本報の表に採用した値は次の

ようにして得られている.噴気口中心附近のなるべく多くの地点で高温接点を岩に接触させて

淑Ijり，最高値を採用する.但し強勢のガス噴出があるときKは流体内でも上下方向に多くの測

点をとり温度分布図を作り定常値を求めて採用する.もし深く挿入出来十定常憶が得られたけ

れば深さをも表に記入する.

圧力測定は簡易た Pitot管によった.目盛のある U字管の一端を開管または閉管式のゲー

ジとし，他端を短いゴム管で同じ太さのガラス管に連ねる.とのガラス管をl質気の流れ陀平行

に保ち，圧力計の液体の7J<.頭を測定するのである.液体には7kを用いた.

4) 佐久間修三，火山物理研究会 1955年秋季大会講演.
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測定される圧力は全圧であるが，

ゆ哨一ρ。+2ρ V2
温度分布から考えてム均九即ち測定圧は殆んど動庄のみである.

な:t-測定は噴気口の口が開かれた状態でなされているから， 口が閉じた場合を直ちにこれか

ら推定するのは正しくたいであろう.

(2) 新噴火口 〔丸山火口〕

煙道硫黄採取中のため，接近し得る高温の噴気口にはすべて人工が加わり， 完全友自然状態

の測定は行い得ない.硫気孔より土管を通じてガスを導いている煙道からは，強い刺戟性のガ

スを噴出し，煙道の下部にそって燈色の熔融硫黄が少量ゃっ滴下している.噴気口壁には何れ

も硫黄が附着し，特に内壁では桂色を呈している. また内壁には全く硫黄の附着を見守， 更に

高i昆であることを示すものもある.火口底の北部には水がたまり青色の浅い沼と主主っている.

(3) 52年噴気口群(新ノ々噴火口)

主なものは上部の2個で，他は美瑛川沿い直線道路とE対する沢内の， 2個内外の弱い噴気

である.最上部のものは極めて強勢で硫黄を含んだ泥の堆積した実高 20cm程度の塚の上の，

直径約 10cmx 15 cmの口から， 高いシューシューという音を発してガスを噴出している.噴

気円の~や噴出方向は屡変るもののようで， 1955年 8月下句にも，登山者が霧の中で、;J、発破の

様た爆発音を聞いたというので翌日に調査した所，噴気の方向が変っていたととがあった.噴

気音は風向Kよっては白銀荘附近まで聞えるととがある.

別表の如く噴気温度は 1300C，噴出圧力は 100分の数気圧である.

下部のものは 1953年 9月には泥地獄で，910C内外の温度であったが， 55年8月には帯黄緑

色の泥を周辺に堆積して高さ 1m 弱，斜面の長さ 3~2.5m の小山注作り，中央Kは直径 7~5m

の賂円形の深さ約 3mの深い穴が出来ていた.穴の底及び内壁の一部に合計4n回以上の噴気口
がはげじく噴気してたり， 内部を詳細に見るととは出来ないが，底のー噴気口の中央部(径30

cm位〕は全く昇華物を付けやそのまわりに黄色の昇華物が多量についている. この温度は別

表の如く 159
0
Cであったが，これが最高値か否かは不明である.内壁Kは黄色ないし控色の昇

華物 L多分硫黄〕が多量K附着している.

(4) 旧噴火口 (通称)

第2図に旧噴火口内D噴気口及びその温度の分布の概絡を示しであるが， 30個前後の噴気口

が現在活動している.温度測定はそのうち高温と思われるもの及び特殊な外見のものについて

行い，煙道にされたものは測定し友かった.高温噴気口の多くでは， I噴気の勢力はむしろ弱く，そ

の中央部には昇華物をつけ宇周辺にのみ硫黄を附けている.特に No.13-13'は直径約10m，深

さ約 3mの小さい火口状を呈し，その底は灰黒色の砂牒でみたされ全く昇華物を欠いている.

5) 佐久間{彦三，前掲 4).
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ζの底の温度の測定は異なった点で10回繰返され，その最a高値は 3790Cであったが，とれが

真の最高値か否かは確実でたい.No.13の

外壁には最表層が濃緑色，内部が黄赤色の

厚さ 3cm内外の昇華物 C?)が分布し，

乙れを欠くと丁度西洋カボチャの切口をみ

るようであった.これは他の噴気口には見

られ友かった.

第1表 i噴気口の噴出圧力 (1牝温度)
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III.培農観測

新噴火口酉北西約2k王叩m(高度毛彩約〈守]1，ユ1臼30m)のf所好に地花で

てある.との一部を借用して 8月9日から 21E!までの期間，自己周期1.0秒ヲ幾伺悟率4x10¥ 

制振比5:1の7Jく平勤地震計で，新火口方向の成分の地!0Jを連続的に観測した，記象はメカノオ

プチカノレにI':IJ回統上に記録され，五まりは平均 1秒 2mmである.

山者，突J!Pl等の涼悶による振動は，記録を注意してみ、れば記象形によっても殆ど完全に判

~jlj し得ることが判ったが，史 lf~ 風力，王子山者数等lて常時注意して預りたいことを期した.かく

して上の矧|問中に記録され，地震と判定された振動はがj羽田あった.廷に札幌気象台と旭川測

候所と心地震観jJ111結果により，十勝火!11以外に震源を有する地震をすぺて除外して3ï~ 3表に示

す結果を得た.去の AmJ.とは，初期倣(切らしき位相が刊日Ij出来る垣周IJJlJ辰i防℃、継続H寺聞がi泣い

もので、フ B型とは，継/続時rmがやや長く， 0.4秒以上の周期のJi文時を含むも心Jどあり， c:Wlとは?

記録の立とりも移りも不明瞭た 0.4~0.8 秒位の振動が持続するものである.との C型(または

B型の も[~も〕には，札幌寸:でも観測されなかった遠震が含まれている可能性がある.また得

られたC型の振;@が何れも小さく記録紙上で lmm以下の振隔で、あるので，このi倹汀は後日に

譲る‘ A型!の 2 聞は ~I月らかにごく近くに起つ?と微小地震でラ何れも三振幅 0.3μ ，"，， 0 .4 /.1，継

続時間約 10 秒で，初期彼JOJ継続時間はややよみづらいが 0.3~0.5 秒と判定される.この P-S

時はJ:見-A三話勤している新噴火口などの近くの地下に起った地震と考えてゐかしくはない値で

ある. (第3図)

…一…………

部蜘ザ拡暗い悌州市制醐哨刈州端持管糊戦相榔ぬK%叫州制桝鰍繍fぷ鞠哨持駒酬明附

………一…………ー…免y帆嚇川崎U札前川0抑制尚制品物的判仰向…料柏似品切抑哨今町片的制

表演弘被玖純然タヂ料刑判的号、時ピゾ川 町刊怜川3山附品川、……一持蜘吋

第3図 1~Jii.問j された地震の 2 例
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第3表地震観測結果 (8月7日-21日〕

P-s 0.3-0.5 sec，短周期，

小振幅

不確実

IV.総括

註

以上の結果は，今後十勝岳の調査を繰返すための基礎的な資料となるものであるが，強いて

今回の観測のみから十勝岳の活動の現況を判定しようとすれば次のようにいえるであろう.地

下活動は微弱ながら存在する.その強さはまだ強いものでは友かったが，地下活動があるとい

うこと自体には注意すべきであろう.

終りに，種々治世話になった現地の方々，持に旭川測候所，白銀荘村上氏，十勝硫黄鉱山，

及び測量に協力された学生高橋俊正君，音田功君にj叫しを申し上げる.なおζの研究む一部は

文部省科学研究費によづたものである.

2. Geophysical Studies of Volcanoes in Hokkaido， Japan. 
Part 2. The Tokachi V olcano in 1955. 

By ShuzδSAKUMA and Tsutomu MURASE 

(Department of Geophysics， Faculty of Science， Hokkaido University) 

The volcano， which stands in the midst of the island of Hokkaido， is believed to 

have come into a little more active state since. 1952， after the quiescence of about 26 

years. 

The writers spent half a month on the volcano in August of 1955 to make various 

geophysical observations. 

(i) Temperature and pressure of solfataras are tabulated on Table 1 and 2， and 

are illustrated on Fig. 2. 

(ii) Ten several very small earthquakes， which originated under the volcano， were 

registered by a seismograph of high magnification (ca. X 4000). (Table 3 and Fig. 3) 

Although the seismic activity is not so intense at present， attention should be paid to 

the volcano. 

(iii) The geomagnetic dip was measured at many places， in order to detect changes 

of the geomagnetic field in future， if any. (See Part 1 of the series.) 


